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方
言
語
彙
の
各
地
に
お
け
る
相
違
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。
語
形
変
化
と
意
味
変
化
と
で
あ
る
。

語
形
変
化
と
は
、　
一
つ
の
意
味
に
つ
い
て
の
語
形
の
違
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
配
０
し
い
」
こ
と
を
コ
ワ
イ
と
い
う
か
、
オ
ッ
カ
ナ
イ

と
い
う
か
な
ど
で
あ
る
。

意
味
変
化
と
は
、　
一
つ
の
語
形
に
つ
い
て
の
意
味
の
違
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
コ
ワ
イ
」
と
い
う
語
形
を
、
配
心
し
い
」
の
意
味
に
使

う
か
、
買
飯
な
ど
が
）
固
い
」
と
い
う
意
味
に
使
う
か
な
ど
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
の

「く
る
ぶ
し
」
「
お
手
玉
」
は
語
形
変
化
で
あ
り
、
「カ
ッ
テ
ク
ル
の
意
味
」
は
意
味
変
化
で
あ
る
。

本
研
究
に
つ
い
て
の
臨
地
調
査
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
本
学
卒
業
生
、
今
西
典
子
・岡
本
佳
子
・緒
方
み
ど
り
・守
本
照
子
二
口
井
貴
子
・

吉
川
理
子
が
、
昭
和
五
十
二
年
七
月

・
八
月

・
十
月
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
調
査
地
点
は
県
下
及
び
こ
れ
に
接
す
る
京
都
府

・
鳥
取
県

・

岡
山
県
境
で
あ
る
。
た
だ
し
、
淡
路
島
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
調
査
語
彙
は
三
百
九
十
語
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

「く
る
ぶ
し
」

「
お
手

玉
」
「
カ
ッ
テ
ク
ル
の
意
味
」
の
三
語
に
つ
い
て
記
す
。

本
稿
の
地
図
作
成
は
吉
井
貴
子
で
あ
る
。
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兵
庫
県
は
近
畿
方
言
圏
に
あ
る
が
、
県
北
部
と
県
南
部
と
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
北
部
の
但
馬
は
中
国
方
言
圏
に
あ
る
。

但
馬
と
播
磨
と
の
違
い
の
主
な
事
象
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

但
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
播
磨

（摂
津

・
丹
波

・
淡
路
）

乙
種
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
種
ア
ク
セ
ン
ト

ア
イ
連
母
音
同
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
連
母
音
不
同
化

単
音
節
長
音
化
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
音
節
長
音
化
有
り

ダ

・
ザ

・
ラ
行
訛
音
化
無
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

・
ザ

・
ラ
行
訛
音
化
有
り

（洗
）
ア
ラ
ッ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（洗
）
ア
ロ
ー
テ

駅
カ
ラ
待
ツ

（駅
で
）
有
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
カ
ラ
待
ツ
　
無
し

指
定
助
動
詞
　
ダ

・
ダ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
助
動
詞
　
ヤ

・
ヤ
ロ

（
一
部
、
ジ
ャ

。
ジ
ャ
ロ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
、
ジ
ャ

・
ジ
ャ
ロ
）

（会
）
ア
ー
テ
　

（買
）
カ
ー
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
（会
）
オ
ー
テ
　

（買
）
コ
ー
テ

（起
）
オ
キ
ョ
ー
、
オ
キ
ュ
ー

（意
志
）
　
　
　
　
　
（起
）
オ
キ
ヨ
ー

（意
志
）

こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
を
持
つ
県
北
部
と
南
部
と
の
間
に
お
け
る
語
彙
面
で
の
相
違
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

但
馬
と
鳥
取
県
東
部
と
の
関
係
、
ま
た
、
京
都
府
と
の
関
係
。

県
南
部
の
播
磨

・
丹
波

・
摂
津
と
の
関
係
や
、
神
戸

・
声
屋

・
西
宮

・
尼
崎
な
ど
の
市
部
と
、
そ
の
他
の
郡
部
と
の
関
係
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
の
面
で
語
の
う
つ
り
か
わ
り
に
つ
い
て
言
語
地
理
学
的
研
究
を
試
み
た
い
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。

語
の
移
り
変
わ
り
を
み
る
た
め
に
は
、
全
国
的
視
野
に
立

っ
て
見
る
べ
き
も
の
と
思

っ
た
の
で
、
調
査
語
彙
は

『日
本
言
語
地
図
』
（全
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六
巻
、
国
立
国
語
研
究
所
編
）、
『中
国
五
県
言
語
地
図
』
（広
戸
惇
著
）
か
ら
と
っ
た
も
の
に
約
五
十
の
語
を
つ
け
加
え
た
。

調
査
地
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
地
点
番
号
は

『日
本
言
語
地
図
』
の
番
号
に
よ
る
。

京
都
府

３
８
“
ド
　
竹
野
郡
網
野
字
俵
野

８
８
お
ω
　
中
郡
峰
山
町

Ｒ
８
お
ｏ
　
熊
野
郡
久
美
浜
町

Ｒ
８
』
∞
　
　
ク
　
野
中
支
所

Ｒ
器
Ｌ
Ｏ
　
天
田
郡
下
夜
久
野
額
田
局

８
８
』
卜
　
中
郡
大
宮
町

８
８
』
ｏ
　
与
謝
郡
岩
滝
町
岩
滝
口

８
８
あ
ト
　
　
ク
　
野
田
川
町

８
８
ｂ
ω
　
　
ク
　
加
悦
町

８
８
“
Φ
　
宮
津
市
宮
津

８
〓
工
Ｎ
　
舞
鶴
市
西
舞
鶴

８
８
ふ
い
　
加
佐
郡
大
江
町
字
南
有
路

８
８
』
い
　
福
知
山
市
下
柳
町

兵
庫
県

２
８
ヽ
Ｎ
　
豊
岡
市
豊
岡

Ｒ
〓
二
い
　
出
石
郡
出
石
町
内
町

２
３
ｏＮ
∞
　
　
ク
　
但
東
町

Ｒ
３
・∞
Φ
　
　
ク
　
　
ク
　
久
畑

Ｒ
３
』
ｏ
　
城
崎
郡
日
高
町

２
８
じ
ｏ
　
　
ク
　
竹
野
町

２
８
Ｌ
い
　
　
ク
　
香
住
町
香
住

Ｒ
ミ
』
『
　
美
方
郡
浜
坂
町
居
組

Ｒ
ミ
ヽ
ｏ
　
　
ク
　
温
泉
町
湯

貧
８
６
Ｎ
　
　
ク
　
村
岡
町
長
瀬

Ｒ
〓
』
Ｈ
　
　
・

美
方
町
石
寺

Ｒ
〓
二
ω
　
　
ク
　
村
岡
町
村
岡

露
〓
ｏい
ω
　
　
ク
　

ク

福
岡

露
〓
ヽ
卜
　
養
父
郡
関
宮
町
出
合

Ｒ
〓
ヽ
ｏ
　
養
父
郡
関
宮
町
関
宮

Ｒ
〓
二
ｏ
　
　
ク
　
大
屋
町
筏

Ｒ
〓
ｂ
『
　
　
ク
　
　
ク
　
樽
見

Ｒ
〓
ふ
Φ
　
　
ク
　
八
鹿
町
高
柳

Ｒ
〓
二
ｏ
　
　
ク
　
　
　
ク
　
八
鹿

Ｒ
お
ヽ
ｏ
　
　
ク
　
養
父
町

Ｒ
お
お
Ｎ
　
朝
来
郡
和
田
山
町
和
田
山

Ｒ
Ｓ
Ｌ
い
　
　
ク
　
山
東
町
梁
瀬

露
器
ふ
Ｆ
　
　
ク
　
朝
来
町

Ｒ
〓
ｂ
ド
　
　
ク
　
生
野
町

８
８
ふ
ｏ
　
氷
上
部
氷
上
町
御
油

８
８
“
ド
　
　
ク
　
　
ク
　
天
岡

８
８
二
Ｎ
　
　
″
　
　
ク
　
石
生

８
８
』
ド
　
　
ク
　
山
南
町
岡
本

Ｒ
器
』
０
　
　
ク
　
青
垣
町
遠
坂
佐
治
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８
８

ヽ
い
　
氷
上
郡
市
島
町
梶
原
南

８
８

６
ト
　
　
ク
　
春
日
町
稲
塚

８
８

ら
ヽ
　
　
ク
　
　
ク
　
下
三
井
庄

８
８

６
ｏ
　
多
紀
郡
西
紀
町
本
郷

８
８

お
『
　
　
ク
　
　
ク
　
小
坂

８
８
工
∞
　
　
ク
　
篠
山
町
西
浜
谷

８
〓

二
Ｎ
　
　
ク
　
篠
山
町
東
本
庄

８
８

お
い
　
　
ク
　
今
田
町
釜
屋

Ｒ
〓

８
ｏ
　
　
ク
　
加
美
町
鳥
羽
市
原

０
卜
ω
Φ
ｏＮ
Ｏ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
知凱
立日
上寸

Ｒ
〓

あ
『
　
　
ク
　
中
町
安
楽
田

８
８

３
ｏ
　
　
ク
　
黒
田
庄
町
喜
多

Ｒ
３

お
『
　
　
ク
　
八
千
代
町
下
三
原

Ｒ
お

』
∞
　
加
東
郡
滝
野
町
河
高

２
お
工
∞
　
　
ク
　
社
町
家
原

８
お

』
Ｎ
　
　
ク
　
東
条
町
吉
井

Ｒ
お
お
Ｎ
　
加
西
市
上
道
山
町

２
８

お
Φ
　
西
脇
市
堀
田
町

Ｒ
〓

ｂ
Φ
　
神
崎
郡
大
河
内
町
寺
前

Ｒ
８
工
Ｈ
　
神
崎
郡
神
崎
町
加
納

露
〓
“
０
　
　
ク
　
市
川
町
鶴
居

Ｒ
＆
馬
Φ
　
　
ク
　
福
崎
町

Ｒ
〓
Ｌ
ω
　
宍
粟
郡
波
賀
町
谷

Ｒ
〓
』
ω
　
　
ク
　

一
宮
町
横
山

露
〓
“
ｏ
　
　
ク
　
山
崎
町
高
下

〇
卜
ω
∞
・∞
Ｎ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
ク
　
　
一一貫谷
口

露
葛
ｂ
『
　
　
ク
　
千
種
町
岩
野
辺

Ｒ
器
』
Ｎ
　
　
ク
　
波
賀
町
道
谷

Ｒ
ヽ
お
卜
　
佐
用
郡
佐
用
町
上
石
井

Ｒ
ミ
“
ト
　
　
ク
　
　
ク
　
佐
用

Ｒ
ミ
馬
『
　
　
ク
　
三
日
月
町
三
日
月

Ｒ
ミ
ら
ｏ
　
　
ク
　
南
光
町
米
田

Ｒ
ミ
ら
∞
　
　
ク
　
上
月
町
櫛
田

露
ミ
ユ
Ｎ
　
　
ク
　
　
ク
　
久
崎

露
＆
ふ
ｏ
　
竜
野
市
竜
野
町
門
外

２
お
お
ｏ
　
小
野
市
久
保
木
町

８
８
Ｌ
Ｈ
　
三
本
市
細
川
町
桃
津

８
認
お
ｏ
　
伊
丹
市
南
野
字
辻

８
認
ふ
『
　
尼
崎
市
西
本
町

８
認
ふ
ω
　
西
宮
市
社
家
町

８
認
』
Ｎ
　
芦
屋
市
浜
町

３
認
ふ
ｏ
　
神
戸
市
灘
区
畑
原
通

８
８
ヽ
Φ
　
　
ク
　
生
田
区
北
長
狭
通

８
８
“
Φ
　
三
田
市
母
子

８
８
ふ
Φ
　
　
ク
　
加
母

８
認
Ｌ
∞
　
　
ク
　
小
野

８
認
二
ω
　
宝
塚
市
口
谷

８
認
二
い
　
伊
丹
市
北
伊
丹

２
３
ｂ
ｏ
　
明
石
市
大
久
保
町

２
〓
ら
『
　
姫
路
市
中
三
階
町

Ｒ
３
エ
ド　
高
砂
市
曽
根
町

Ｒ
昭
馬
Φ
　
相
生
市
相
生

Ｒ
ミ
ふ
卜
　
赤
穂
郡
上
郡
町
本
町

Ｒ
昭
お
ｏ
　
赤
穂
市
加
里
屋
砂
子

Ｒ
昭
エ
ト
　
　
ク
　
塩
谷
西
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０
卜
Ｈ
『
・∞
い

一
卜
Ｎ
『
・Ｈ
∞

岡
山
県

〇
卜
ω
『
ｏＮ
ω

Ｏ
ト
ト
〇
・Φ
Φ

Ｏ
ト
ト
一
ｏ∞
い

鳥
取
県

Ｒ
葛
お
ω
　
岩
美
郡
岩
美
町
岩
井

Ｒ
葛
』
ｏ
　
八
頭
郡
郡
家
町
奥
谷

Ｒ
〓
お
∞
　
　
ク
　
用
瀬
町
用
瀬

Ｒ
〓
あ
ｏ
　
　
ク
　
船
岡
町
郡
家

Ｒ
葛
ふ
Ｈ
　
　
ク
　
八
東
町
大
字
安
井
宿

Ｒ
葛
ヽ
Ｎ
　
　
ク
　
　
ク
　
北
山

八
頭
郡
若
桜
町
中
原

ク
　
　
ク
　
小
船

英
田
郡
大
原
町
下
町

ク
　
作
東
町
川
北

ク
　
英
田
町
上
山

Ｒ
〓
』
『
　
勝
田
郡
勝
田
町
真
加
部

Ｒ
昭
二
ｏ
　
備
前
市
三
石

ｏ
ヽ
い
一
Ｌ
ｏ
　
和
気
郡
吉
永
町
吉
水ヽ
中

Ｒ
〓
二
い
　
　
ク
　
和
気
町
和
気

Ｒ
〓
ふ
ｏ
　
津
山
市
堀
坂

「く
る
ぶ
し
（躁
ご

人
間
の
足
の
下
端
に
お
い
て
両
側
へ
突
出
し
て
い
る
骨
の
突
起
の
こ
と
で
あ
る
。

『日
本
国
語
大
辞
典
』
（小
学
館
）
の
語
源
説
に
よ
れ
ば
、
①
ク
ル
フ
シ

（転
節
）
の
義

〔和
訓
栞
〕
、
②
ク
ル
ク
ル
ブ
シ

（枢
節
）
の

約

〔大
言
海
〕
、
③

「眼
踵
」
の
別
音
バ
ξ
ｌ
り

に
ラ
行
音
を
は
さ
ん
だ
語

〔日
本
語
原
考

・
与
謝
野
寛
〕
と
あ
る
。

「躁
」
の
字
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

正
倉
院
文
書

・
神
亀
三
年
、
山
背
国
愛
宕
郡
雲
上
里
計
帳

（寧
楽
遺
文
）
に

「男
出
雲
臣
石
楯
、
年
参
拾
歳
、
残
疾
右
足
躁
筋
絶
左
上

頬
黒
子
」
と
あ
る
。

県
下
の
南
部

一
帯
に
ウ
メ
ボ
シ

（四
九
地
点
）
と
ウ
メ
ノ
ボ
シ

（
一
地
点
）
が
あ
り
、
北
部
の
但
馬
地
区
で
は
ク
ル
ブ
シ
含
一五
地
点
）
、

ク
ル
ビ
シ

・
グ
ル
ブ
シ

・
ク
ロ
ボ
シ
各

一
地
点
、
計
二
八
地
点
の
ク
ル
ブ
シ
系
で
あ
る
。
こ
の
ク
ル
ブ
シ
系
は
但
馬
に
接
す
る
京
都

・
鳥

取
に
あ
り
、
岡
山
も
ク
ル
ブ
シ
系
で
あ
る
。
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ツ
ノ
コ
ブ

・
ツ
ノ
コ
ブ
シ

・
ツ
ノ
コ
ボ
シ

・
ツ
ノ
ブ
シ
な
ど
の
ツ
ノ
コ
ブ
系
は
い
ず
れ
も
鳥
取
県
に
つ
な
が
る
但
馬
南
部
地
域
で
あ
る
。

但
馬
に
続
く
京
都
地
域
に
は
な
い
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は

一
応
東
山
陰
系
の
も
の
と
み
る
。

ツ
ノ
コ
ブ
と
同
じ
コ
ブ
系
に
、
コ
ブ
と
、
ア
シ
ノ
コ
ブ

・
サ
ン
ネ
ン
コ
ブ

・
ソ
ト
コ
ブ

・
コ
ブ
ラ

・
ソ
ト
コ
ブ
ラ

・
コ
ブ
シ
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
地
点
は
少
な
い
が
中
国
地
方
側
、
鳥
取

・
岡
山
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
先
の
ツ
ノ
コ
ブ
と
同
じ
系
統
で
あ
り
、
ツ
ノ
コ
ブ

か
ら
コ
ブ
に
な
り
、
単
な
る
コ
ブ
と
混
同
す
る
た
め
か
、
足
の
外
側
と
い
う
意
味
で
、
ソ
ト
コ
ブ
と
か
、
ア
シ
ノ
コ
ブ
な
ど
の
形
に
な
り
、

「
ふ
く
ら
は
ぎ
」
の
意
の
コ
ブ
ラ
と
混
同
し
た
た
め
か
、
ソ
ト
コ
ブ
ラ
か
ら
、
コ
ブ
ラ
な
ど
の
形
が
で
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
コ
ブ
シ

は
、
「攀
」
の
形
と
同
意
に
と
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

グ
リ
グ
リ
と
ア
シ
ノ
グ
リ
グ
リ
が
県
下
に
広
く
、
播
磨
と
但
馬
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
種
の
も
の
を

一
般
に
グ
リ
グ
リ
と
い
う
こ
と
。

①
押
え
つ
け
な
が
ら
強
く
回
す
、
ま
た
は
丸
め
る
さ
ま
を
い
う
。
②

い
か
に
も
丸
く
て
大
き
い
さ
ま
。
③
か
た
く
て
丸
み
を
持

っ
た
も
の

が
内
部
で
ゆ
れ
動
く
さ
ま
。
な
ど
か
ら
こ
れ
も
コ
ブ
と
同
様
に

一
般
的
名
称
と
み
ら
れ
る
。

カ
タ
ツ
ム
リ

・
ツ
ン
ブ
リ

・
ツ
ノ
ブ
リ
ム
シ
は
い
ず
れ
も
京
都
側
に
あ
る
。
ラ」れ
も
そ
の
形
状
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

キ
ビ
ス

・
ア
シ
ク
ビ
は
、
こ
れ
を
被
調
査
者
に
た
ず
ね
る
と
き
、
調
査
者
が
自
分
の
足
の

「く
る
ぶ
し
」
を
指
し
て
、
フ
」
こ
の
骨
の
出

て
い
る
と
こ
ろ
を
何
と
言
い
ま
す
か
」
な
ど
の
形
で
た
ず
ね
て
い
る
た
め
、
「
か
か
と

（踵
と

や

「足
首
」
と
間
違
え
て
答
え
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
地
点
数
は
合
計
三
地
点
で
あ
る
。

こ
の
地
図
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

ク
ル
ブ
シ
系
は
京
都
を
中
心
と
し
た
古
く
か
ら
あ
る
形
で
あ
る
が
、
あ
と
か
ら
で
き
た
ウ
メ
ボ
シ
系
に
よ
っ
て
周
辺
に
追

い
や
ら
れ
た

周
辺
分
布
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
側
に
残
る
ク
ル
ブ
シ
系
も
あ
る
が
、
京
都
府
で
の
外
側
、
周
辺
部
で
あ
る
。
『
日
本
言
語
地

図
』
で
も
、
県
南
部
は
ウ
メ
ボ
シ
系
で
あ
り
、
京
都
北
部
は
ツ
ノ
ブ
シ
で
こ
れ
が
県
北
東
部
の
出
石
郡
に
続
き
、
但
馬
西
部
で
ツ
ノ
コ
ボ

シ
に
な
り
、
鳥
取
県
に
入
リ
コ
ブ
系
に
な

っ
て
い
る
。
ツ
ノ
コ
ボ
シ
は
、
「角
」
と

「
子
」
「星
」
か
、
「角
」
と

「
コ
ブ
シ

（攀
と

の
音
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訛
か
。
「
子
」
「節
」
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

コ
ブ
は
ど
こ
に
で
も
生
ま
れ
得
る
形
で
あ
り
、
特
に
、
ア
シ
ノ
コ
ブ
は
す
ぐ
考
え
ら
れ
る
名
称
で
あ
る
。
同
様
に
、

足
の
両
側
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら

「角
」
も
考
え
得
る
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
た
ツ
ノ
コ
ブ
。
ま
た
、
「
関
節
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
フ

シ

・
ブ
シ

（節
と

は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ツ
ノ
系
と
コ
ブ
系
は

い
ず
れ
も
新
し
い
語
形
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
分
布
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
み
て
ま
だ
新
し
い
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ク
ル
ブ
シ
系
が
標
準
語
形
に
な

っ
て
い
る
の
も
、
京
都
に
と

っ
て
は
古

い
語
形
が
、
東
京
に
移
動
し
て
い
る
も
の
と
み
る
。

変
化
形
を
次
の
よ
う
に
み
る
。
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サ ンネンコフ11)

ソ トコフ11)
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兵庫県の方言語彙212(37)

「お
手
玉
」

「
お
手
玉
」
は
、
女
児
の
遊
び
の
道
具
で
、
小
豆
な
ど
を
入
れ
て
作

っ
た
小
さ
な
布
袋
で
、
こ
れ
を
幾

つ
か
持

っ
て
投
げ
受
け
る
遊
び

に
使
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

「遊
び
」
そ
の
も
の
を
言
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
道
具
の
意
味
で
あ
る
。

「
お
手
玉
」
の
方
言
語
形
は
全
国
に
多
く
、
『
日
本
言
語
地
図
』
で
は
約
二
百
五
十
種
の
語
形
が
で
て
い
る
。

イ
シ
ナ
ゴ
系
は
北
九
州
と
兵
庫

・
鳥
取
東
部
と
岡
山
に
目
立

つ
。
兵
庫
で
は
、
県
中
央
部
を
横
切
る
形
で
、
こ
れ
が
京
都
府
東

へ
と
つ

な
が

っ
て
い
る
。
丹
波
と
摂
津
に
は
な
い
。

オ
ジ
ャ
ミ
系
は
、
京
都
府
中
南
部
か
ら
丹
波

ｏ
摂
津
に
続
く
。
こ
れ
は
、
京
都
府
か
ら
石
川
県

へ
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
途
中
の
福
井

県
は
と
切
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
重
か
ら
東
海
方
面
を
も
含
め
て
い
る
。
西
は
香
川

・
徳
島

・
高
知
で
あ
り
、
広
島

・
宮
崎
に
目
立

つ
分
布
を
な
し
て
い
る
。

兵
庫
県
の
但
馬
は

コ
ボ
シ
が
二
地
点
と
ズ
ズ
が

一
地
点
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
摂
津
か
ら
播
磨
南
部
に
は
い
ろ
い
ろ
の
語
形
が
入
り
混

っ
て
い
る
。

こ
れ
が

『
日
本
言
語
地
図
』
か
ら
み
た
状
態
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は

（図
３
）
に
み
る
よ
う
に
、
オ
テ
ダ
マ
・
テ
ダ
マ
が
神
戸

や
但
馬

・
播
磨
な
ど
合
計
七
地
点
に
点
在
す
る
。
こ
れ
は
標
準
語
形
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
方
言
語
形
が
各
地
に
多
い
場
合
で
あ

っ
て
、
し
か
も
、
標
準
語
形
が
各
地
に
点
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
標
準
語
形
は

一
応

無
視
す
る
と
い
う
か
、
別
に
見
て
も
よ
い
も
の
と
思
う
。
標
準
語
形
は
教
科
書
語
形
、
新
聞
語
形
、
テ
レ
ビ
語
形
で
あ

っ
て
、
ど
こ
の
地

の
人
で
も

一
応
は
そ
れ
を
知

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
理
解
語
形
で
あ
る
。
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
使
用
語
形
と
理
解
語
形
と
を

誤

っ
て
答
え
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

標
準
語
形
が
使
用
語
形
で
あ
る
な
ら
ば
、
点
在

・
散
在
の
形
よ
り
も
、
い
く
ら
か
の
使
用
地
域
範
囲
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ジ
ャ
ミ
系
は
丹
波
お
よ
び
そ
れ
に
接
す
る
京
都
府
側
に
多
く
、
ま
た
、
東
播
磨
に
多

い
こ
と
は

『
日
本
言
語
地
図
』
と

一
致
す
る
も
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の
で
あ
る
。
（図
３
）
で
は
、
オ
ジ
ャ
ミ
、
四
十
七
地
点
。
オ
ジ
ャ
メ
、　
一
地
点
で
あ
る
。
『
日
本
言
語
地
図
』
と
異
な
る
こ
と
は
、
但
馬
に

四
地
点
オ
ジ
ャ
ミ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
播
磨
か
ら
新
し
く
入

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、
但
馬
唯

一
の
都
市
部
、
豊
岡
市
と
、
そ
の
次
に
大
き
な
町

の
香
住
町
で
あ
る
こ
と
は
地
方
に
お
け
る
文
化
的
中
心
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

但
馬
は
ナ
ン
ゴ
系
で
あ
る
。
『
日
本
言
語
地
図
』
で
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
イ
シ
ナ
ン
ゴ
は
県
中
央
部
を
占
め
て
い
た
が
、
い
く
ら
か

北
寄
り
に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
周
辺
分
布
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
『日
本
言
語
地
図
』
の
調
査
が
昭
和
三
十
年
頃
で
あ

る
か
ら
、
僅
か
二
十
年
で
そ
れ
程
動
く
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、　
一
応
そ
の
よ
う
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

鳥
取
か
ら
コ
ボ
シ
系
が

一
か
所
入

っ
て
来
て
い
る
が
県
境
で
あ
る
。

『
日
本
言
語
地
図
』
で
は
こ
の
辺
り
に
コ
ボ
シ
は
二
か
所
で
あ

っ
た
も
の
が
今
回
は
鳥
取
県
境
八
頭
郡
若
桜
町
あ
た
り
に
コ
ボ
シ
キ
、

兵
庫
県
美
方
郡
に
コ
ボ
シ
が

一
か
所
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
コ
ボ
シ
が
周
辺
に
移

っ
た
、
即
ち
、
ナ
ン
ゴ
系
に
押
し
や
ら
れ
て

周
辺
に
移

っ
た
形
と
み
ら
れ
る
。

オ
サ
ラ
系
に
、
オ
サ
ラ

・
オ
ー
サ
ラ

・
オ
ー
サ
ー
ラ
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
但
馬
南
部
と
岡
山
県
境
で
あ
る
。

山
本
俊
治

・
飯
野
百
合
子

「兵
庫
県
―
―
そ
の
分
布
と
分
流
―
―
」
篤
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要

・
第
十
集
』
昭
三
七
）
に
よ
る
と
、
オ

サ
ラ
系
は
岡
山
県
境
か
ら
ず

っ
と
東
ま
で
あ
り
、
明
石
市
あ
た
り
ま
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
は
こ
の
よ
う
に
西
に
寄

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

神
戸
か
ら
み
れ
ば
周
辺
部
に
寄

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

オ
シ
ト
系
が
県
南
部
に
見
ら
れ
、
し
か
も
、
播
磨
の
南
西
部
に
多

い
、
こ
れ
と
、
ナ
ナ
ツ

・
オ
ナ
ナ
ツ
の
ナ
ナ
ツ
系
と
は
と
も
に
、
オ

シ
ト
ツ

（
一
つ
）、
ナ
ナ
ツ

（七
ツ
）
で

「
お
手
玉
遊
び
」
の
と
き
の

「数
」
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
形
が
も
と
県
南
部
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
関
西
、
特
に
近
畿
中
央
部
の
京
阪
あ
た
り
か
ら
オ
ジ
ャ
ミ
系
が
広
が

っ
て
き
た
の
で
、
オ
シ
ト
系
が
南
西
部
に
追

い
や
ら
れ
た
形
と
み
ら
れ
る
。
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(図二 )

2fθ (39)

山
本
氏
ら
の
調
査
で
も
、
や
は
り
宍
粟
郡
と
赤
穂
市
、
赤
穂
郡
あ
た
り
の
南
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。

オ
サ
ク
ロ
系
は
、
今
回
わ
ず
か
三
地
点
に
み
ら
れ
、
こ
れ
も
岡
山
県
境
で
あ
る
が
、
山
本
氏
ら
の
場
合
に
は
明
石
市
か
ら
姫
路
市
を
は

じ
め
県
南
西
部
に
あ
る
。
ジ
ャ
ミ
と
並
存
で
あ
る
が
養
父
郡
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
古
い
形
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
オ
ジ
ャ
ミ

に
よ
っ
て
周
辺
に
追

い
や
ら
れ
た
周
辺
分
布
の
法
則
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

イ
イ
チ
コ
と
イ
ッ
コ
ー
が
三
地
点
、
播
磨
の
中
央
部
に
み
ら
れ
る
が
山
本
氏
ら
の
調
査
で
は
オ
イ
チ
コ
・
イ
ー
チ
コ
・
イ
ー
テ
コ
が
あ

り
、
同
じ
く
播
磨
中
央
部
の
神
崎
郡
あ
た
り
に
見
ら
れ
る
。

「
お
手
玉
」
の
語
形
は

『
日
本
言
語
地
図
』
や
、
山
本
氏
ら
の
調
査
と
、
今
回
の
調
査
と
を
比
較
す
る
と
、
神
戸
な
ど
を
中
心
と
す
る

県
南
部
の
オ
ジ
ャ
ミ
系
が
そ
の
範
囲
を
北
と
西
と
に
広
げ
、
そ
の
外
側
に
あ

っ
た
イ
シ
ナ
ゴ
系
が
ま
た
北
と
西
と
に
寄

っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
他
の
語
形
が
山
本
氏
ら
の
も
の
と
く
ら
べ
て
少
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「カ
ッ
テ
ク
ル
の
意
味
」

東
西
方
言
の
境
界
を
論
じ
る
場
合

「買
」
の
カ
ッ
タ
と
コ
ー
タ
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
最
近
の
若
い
人
の
間
で
は
関
西
で
も

県南
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兵庫県の方言語彙2θθ(41)

「買
」
を
カ
ッ
タ
と
い
う
傾
向
が
で
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
若

い
人
に
限
ら
ず

い
く
ら
か
こ
の
形
が

一
般
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

関
西
で
は

「買
ッ
タ
」
と

「借
ッ
タ
」
と
は
同
音
衝
突
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

「橋
」
と

「箸
」
と
は
文
脈
上
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
場
合
が
多
く
同
音
衝
突
の
お
そ
れ
は
な
い
が

上
区
別
が
つ
か
ず
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
衝
突
を
お
こ
す
。

こ
こ
に
兵
庫
県
下
に
お
け
る

「
カ
ッ
テ
ク
ル
」
の
意
味
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
を

（図
４
）
に
示
す
。

ま
ず
、
但
馬
地
域
に
お
い
て
は
、
「買
」
の
語
形
は
、
カ
ー
タ

・
カ
ー
テ
ク
ル
で
あ
り
、
「借
」
は
カ
レ
タ

「借
」
の
カ
レ
タ

・
カ
レ
テ
ク
ル
は
可
能
動
詞
形
か
ら
の
変
化
と
み
ら
れ
る
が
可
能
の
意
味
で
は
な
い
。

可
能
の
意
味
で
は
な
く
使
わ
れ
る
。

（借
）
カ
レ
ン
　
カ
レ
タ
　
カ
レ
ル
　
カ
レ
リ
ャ
　
カ
レ
イ
ズ
叩
令
）

カ
リ
ョ
ー
釜
曇
じ

（貸
）
カ
セ
ン
　
カ
セ
タ
　
カ
セ
ル
　
カ
セ
リ
ャ
　
カ
セ
イ
実
叩
令
）

カ
シ
ョ
ー
釜
思
志
）

可
能
に
は
助
動
詞
レ
ル
を

つ
け
て
、
カ
レ
レ
ル
、
カ
セ
レ
ル
と
な
る
。

（図
４
）
の
中
に
お
け
る

「使
用
せ
ず
」
は
、
「
カ
ッ
テ
ク
ル
」
の
形
を

「使
用
せ
ず
」
で
但
馬
地
域
に
あ
り
、
「借
」
は
カ
レ
タ

・
カ

レ
テ
ク
ル
で
、
「買
」
は
カ
ー
タ
と
な
る
地
域
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
京
都
側
に
あ
る

「使
用
せ
ず
」
は
、
「買
」
を
コ
ー
タ
、
「借
」
を
カ
リ
タ
と
す
る
地
域
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
単
に

「
カ
ッ

テ
ク
ル
の
意
味
」
だ
け
の
図
を
示
す
の
で
こ
れ
に
は
そ
の
違
い
が
出
て
い
な
い
が
別
に

「借
」
の
語
形
を
も
調
べ
て
あ
る
。

「買
」
の
カ
ッ
テ
ク
ル
は
出
雲
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
東
山
陰
は
い
わ
ゆ
る
東
部
式
の
も
の
が
多
く
、
ア
ク
セ
ン
ト

・
音
韻
の
分
野
で

も
そ
う
で
あ
る
が
、
文
法
で
は
指
定
助
動
詞
は
ダ
の
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
じ
く

「買
」

「食
」
の
動
詞
も
カ
ッ
タ

・
ク
ッ
タ
と
な
る

「買
」
と

「借
」
と
は
文
脈

ｏ
カ
レ
テ
ク
ル
で
あ
る
。

「貸
」
も
カ
セ
ル

ｏ
カ
セ
タ
で
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地
域

で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
式

の
ウ
音
便
で
は
な
く
関
東
式
の
促
音
便
形

で
あ
る
。

東
山
陰
で
は

買
　
カ
ウ
　
　
カ

ッ
テ
ク
ル

借
　
カ
リ
ル
　

カ
リ
テ
ク
ル

カ
レ
ル
　
カ
レ
テ
ク
ル

の
形
で
あ
り
、
山
陰
の
但
馬
で

「
カ

ッ
テ
ク
ル
」
を

「
買
」
「借
」
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
使
わ
な
い
地
域
で
は

買
　
カ
ウ
　
　
コ
ー
テ
ク
ル

カ
ー
テ
ク
ル

借
　
カ
リ
ル
　

カ
リ
テ
ク
ル

カ
レ
ル
　
カ
レ
テ
ク
ル

の
形
で
あ
る
。

「買
」
は
歴
史
的
に
は

ハ
行
四
段
活
用
で
あ
る
か
ら
ウ
音
便
に
な
る
の
は
当
然
で
、

遂
に
か
く
な
り
侍
り
ぬ
れ
ば
、
か
へ
り
て
は
つ
ら
く
な
む
か
し
こ
き
御
心
ざ
し
を
思
う
給

へ
ら
れ
侍
る

（源
氏
物
語
）

な
ど
の
例
を
出
す
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「借
」
も
歴
史
的
に
は
ラ
行
四
段
活
用
で
あ
る
。

声
は
し
て
涙
は
見
え
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
わ
が
衣
手
の
濡
づ
を
か
ら．
な
む

（古
今
集
）

「借
」
が
ラ
行
四
段
活
用
で
あ
る
か
ら
カ
ッ
タ
と
な
る
も
当
然
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
歴
史
的
に
は
関
西
で
使
わ
れ
て
い
る
、
「買
ウ
タ
」
の

”
ｃ
連
母
音
の
相
互
同
化
に
よ
り
、　
Ｆ
二
”
↓
ぎ
ｏ
ご

と
な
る
こ

と
は
、
神
戸
の

「
カ
ウ
ベ
」
か
ら

「
コ
ー
ベ
」
と
な
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。



兵庫県の方言語彙2θ6(43)

「借
る

。
足
る

・
飽
く

・
染
む
」
は
県
下
で
ひ
ろ
く
五
段
に
活
用
す
る
が
、
但
馬
全
域
と
丹
後

（京
都
）
で
は
こ
の
中
の

「借
」
だ
け

が
、
カ
レ
ル

・
カ
レ
テ
ク
ル
の

一
段
に
活
用
す
る
。

（図
４
）
の
中
で
、
「両
方
に
使
う
」
と
い
う
地
域
が
同
音
衝
突
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
か
た
ま
り
分
布
を
し
て

い
な
い
。

『日
本
言
語
地
図
』
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
播
磨
を
中
心
と
す
る
県
南
部
で
は
カ
ッ
テ
ク
ル
は

「借
」
の
意
に
用
い
る
も
の
と
予
想

し
て
い
た
の
に

「両
方
」
と
い
う
こ
と
は

「買
」
の
方
も
県
下
各
地
で
カ
ッ
テ
ク
ル
と
い
う
形
が
使
わ
れ
出
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

但
馬
は

『日
本
言
語
地
図
』
で
、
カ
ッ
テ
ク
ル
の
語
形
を
使
わ
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
「買
」
の
意
で
使
う
と
い
う
こ
と
は
東

山
陰
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
東
山
陰
の
影
響
と
標
準
語
形
の
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ー
テ
ク
ル
の
語

形
が
少
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
「く
る
ぶ
し
」
「
お
手
玉
」
「
カ
ッ
テ
ク
ル
の
意
味
」
の
三
図
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

『日
本
言
語
地
図
」
と
く
ら
べ
て
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
神
戸
を
中
心
と
し
て
の
使
用
語
形
が
北
と
西
と
に
移
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
わ
ず
か
二
十
年
間
で
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
か
と
い
つ
こ
と
に
な
る
が
、
『
日
本
言
語
地
図
』
が
当
時
の
六
十
才
代
を
中
心
と
し
た
の
に
対
し
、
今
回
は
五
十
才
代
を

中
心
に
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
日
本
言
語
地
図
』
の
場
合
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
現
在
は
八
十
才
代
に
な

っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
八
十
才
と
五
十
才
と
の
違
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
お
手
玉
」
を
除
く
二
図
は

『日
本
言
語
地
図
』
で
は
も
っ
と
単
純
な
分
布
に
な
っ
て
い
る
の
に
今
回
の
方
は
や
や
複
雑
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
本
稿
で
は
ご
く
簡
単
な
音
韻
変
化
形
を
も
示
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
と
思
う
。
簡
単
な
音
韻
変
化
形
は
同
系
と
み
て
記

号
は

一
つ
に
し
た
方
が
よ
か

っ
た
か
と
思

っ
て
い
る
。



(44)2θ5鎌 田 良 二

本
調
査
に
あ
た
っ
て
は
先
に
記
し
た
六
名
が
百
十
三
地
点
を
数
十
日
に
わ
た

っ
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
筆
者
も
最
初
の
数
日
間
、

行
を
と
も
に
し
た
。
各
地
に
お
い
て
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
被
調
査
名
は
こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
が
深
く
感
謝
し
て
い
る
。



2θイ(45)

◎「買」の意 △「借」の意

(図四 )

日 両方の意 ― 使用せず

兵庫県の方言語彙
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「カッテクル
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